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に注目した Brett Ashley Leedsと Bureu Savunは 1816 年から 1989 年までに終
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認識 政策決定 政策履行 
指導者のイメージ 戦略的文化 国家と社会の関係 国内制度 
システム上の刺激
図 1　対外政策のネオクラシカル・リアリストの理論





（24） 　Gideon Rose, “Neoclassical Realism and Theories of Foreign Policy,” World Politics, Vol. 51, 
pp. 146.　該当箇所の邦訳は、島村直幸「変化するリアリズム：ネオクラシカルリアリ
ズムの発見（上）」杏林大学社会科学会『杏林社会科学研究』2018 年、第 34 巻第３号、
pp. 53-81 を参照した。
（25） 　Norrin M. Ripsman, Jeffrey W. Taliaferro, Steven E. Lobell, Neoclassical Realist Theory of 





























広島法学　44 巻１号（2020 年）－ 144
− 181 −
向かうこととなる。
　同盟の終結に際して、本論で提示したようなメカニズムが実際に働いてい
るのかについては、歴史的事例の分析によって検証される必要がある。そし
て、本論で部分的に言及した問題意識に鑑みるならば、分析に用いる事例は
欧米以外の地域での事例が望ましいかもしれない。従来の同盟研究で扱われ
てきた事例は、欧米が中心だったからである。理論的研究における地域的バ
イアスという問題の克服にとって、このような姿勢は重要であろう。以上の
諸点については今後の課題とする。
